
１２月１８日 「今年の漢字一字は？」 
 

いよいよ、学校に登校するのは今週と来週の２週間、もうすぐ２学期が終わ

ります。最後の２週間、２学期のまとめにふさわしい日々を送っていきましょ

う。先週から始まっている「あいさつ運動」代表委員会の呼びかけで、たくさ

んの友達があいさつ運動に参加しています。自分から、行動しようとする気持

ちがすばらしいと思います。そして、あいさつ隊の皆さんがあいさつを呼びか

けると、それに返している友達も増えて、学校全体があいさつで響いています。

すてきだなと感じます。 

先週の土曜日には、吹奏楽クラブがウインターコンサートを開き、素敵な演

奏を披露しました。新入部員と継続部員の支え合いや、６年生の活躍、吹奏楽

クラブとしての成長が見られました。 

また、休み時間や体育の時間に行っている「なわとび旬間」も、たくさんの

友達がなわとびの練習に励んでいます。跳ぶ回数を増やしたり、跳ぶ技に挑戦

したりして、楽しく跳んでいる姿を見ると、桜野小の子供たちはえらいと思い

ます。このように、校長先生は、桜野小学校の皆さんが頑張っている姿、成長

している姿を見ることができ、たいへん嬉しく思います。 

さて、毎年、今年の漢字一字が京都の清水寺で書かれていることを知ってい

ますか。今年は「金」が選ばれました。オリンピックでの金メダルの獲得や物

の値段が上がっていること、新紙幣が作られたことなどから選ばれたそうです。

５年生の廊下には、それを予想して様々な一字が掲示されています。どれもな

るほどと思える理由が書かれていました。いくつか紹介します。「暑」「協」「復」

「命」「望」です。５年生、しっかり考えることができていますね。 

では、世の中や社会についての漢字一字から発展して、皆さん一人一人の自

分の一年に当てはめると、どんな一字が浮かんできますか。今年一年、いろい

ろなことがあったと思います。嬉しいこと、楽しいこと、つらいこと、その中

で、来年につながることを考えて、自分の一字を考えてみてください。 

校長先生は、「蓄」が浮かんできました。「ちく」と読みますが、「たくわえる」

という意味があります。今年一年、校長先生にも、大変なこと、つらくて耐え

たこともありました。でも、その時に、ぐっと我慢して、よりよくなるために

考え努力したことが、気持ちの蓄えとなって今は生きています。 

みなさんにとって、今年を振り返って、どんな字が浮かんでくるでしょう。

低学年の皆さんは、漢字でなくても良いです。何か言葉や出来事でも良いです。

２０２４年、令和６年がどんな年だったか、自分自身の一年間を振り返り、来

年に繋げましょう。 


